
令和元年度 福井型コミュニティ・スクール 実施報告書 

越前市武生東小学校    
 

１「家庭・地域・学校協議会」の運営について 

（１）「家庭・地域・学校協議会」の構成    （２）協議会の内容（３回） 

                                              ７月 第１回協議会 

                                                   ・令和元年度の教育活動計画についての 

     学校（３）       家庭（２）                  説明・質疑応答 

     校長            父母と先生の会       

     教頭               会長              １０月 第２回協議会 

     教務主任          副会長                  ・家庭・地域・学校の現状と意見交換 

            地域（６）                           ・学社融合について 

         自治振興会長                      

         公民館長、事務局長                    ３月 第３回協議会 

           青少年育成部長             ・学校評価の結果と令和２年度に向けての 

公民館主事２                話し合い 

 

 

 

 

（３）協議会における成果と課題 

・学社融合として学校と公民館との間で毎月連絡会を行っているが、その中の３回分を「家庭・地域・学校 

協議会」としてＰＴＡ役員の方にも参加していただいている。ＰＴＡの方々も日頃から公民館と連携を密に

されているので、意思疎通は問題ないが、平日の１６時開催ということで出席できないことが多い。    

２ 地域と進める体験活動 

（１）活動のねらい 

平成２８年度より武生東公民館が移転し本校に隣接するようになった。学校と公民館が廊下で接

続し、地域と学校が名実ともに近くなった。そこで、学校教育の学習の場と社会教育の活動を部分

的に重ね合わせて地域とはぐくむ学社融合の学校づくりをめざしてその推進に努めた。地域の方が

授業やクラブ活動の講師として関わってくださったりすることを通して地域への愛着を深め、子ど

もたちが地域行事に積極的に参加しながら、ふるさとに誇りを持って新たな活力を生み出す人材に

育っていく。」というこの事業の目的を踏まえ、今年度の活動計画を立てた。 
（２）活動の実際①公民館（自治振興会）との連携 

４年生以上が参加するクラブ活動の講師に、日頃から公民館で活 
動されている方を講師として願いした。モノづくり、まなび、茶道、  
チャレンジ、ニュースポーツ、ダンスの６つのクラブを設け、１年 
を通して同じメンバーで計画的に活動した。地区の文化祭では、そ 
れぞれのクラブごとに活動内容を発表した。 
６月には、４年生が公民館に宿泊し、そこから学校に通学する合

宿通学が二泊三日で行われた。地域の方や学生のボランティア、保

護者の方々が様々なメニューを準備していただき、全員でドミノを

完成させたり、キャンドルサービスや、新聞紙でドームを作ったり

しながら、ふだん学校ではできないことをたくさん体験できた。 

１１月には、地域の高齢者と本校の子どもたちが一緒に給食を 
食べながらふれあう「いこいのつどい」が公民館で開催され、６ 
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年生が参加した。児童数より高齢者の数が多い中でのふれあい活  
動だったが、子どもたちは事前に高齢者の方々への対応の仕方を 
話し合い、温かな雰囲気の中でいっしょに食事ができ、地域の皆 
さんから好評をいただいた。 
また、冬季に東公民館の玄関や北校舎３階を飾るイルミネーショ 

ンについて、子どもたちからアイディアを募集したり、縦割り班で

実際に組み立てたりした。イルミネーションのデザイン応募には、

ほとんどの児童が応募し、本年度は東京五輪のマスコットをモチーフにしたものが選ばれた。 
     １月には、自治振興会とＰＴＡがタイアップして、公民館と体育館の間のふれあい広場を中心  

に、学校と公民館を使って「冬遊フェスタ」が行われた。 
 

②「福井ふるさと教育フェスタ」での発表 
 ２月８日に福井県県民ホールにて開催された「福井ふるさと教育フェスタ」の場において、こ

れまで地域と連携した様々な取り組みについて、６年生児童全員で発表した。特に、これまで５

８年間続いた姉妹校である静岡県積志小学校との交流を中心に、地域住民の深い愛情を得なが

ら、合宿通学や地区文化祭、読み聞かせイベントなど地域と連携した内容を、児童のパフォーマ

ンスやプレゼンを使って発表した。 
  

（３）地域コーディネーターの活動概要 

毎月１回、地域コーディネーターと本校の校長、教頭、教務主任が公民館に集まり情報交換を

する場を設けている。地域行事と学校行事を照らし合わせ、子どもたちが地域に関わる行事につ

いて、企画内容を綿密に話し合っている。 

 

（４）特に工夫した事項 

・いこいのつどいでは、６年生がプラバンでストラップを作り、高齢者の方々にプレゼントして 

 好評だった。 

・「福井ふるさと教育フェスタ」での発表では、５８年前の東小の児童が、風船を飛ばして遠く

の子どもたちと交流したいという夢について劇を交えて紹介し、この取り組みが地域住民の世

代を越えた宝になっていることを発表した。 

 

（５）成果と課題 

毎日のように地域の方が学校に来られ、ゲストティーチャーやボランティア活動をされている 

姿を見るくらい、本校は地域人材に恵まれている。そして、授業や行事の運営に関わっていただ 

くことで子どもたちの学びが深まっている。子どもたちも地域の方々に顔を知っていただき、声 

も掛け合っていただけることで、地域から温かく見守られたという経験をもとに、将来自分たち 

が地域を大切にしようとする心が育っているものと思われる。 

クラブの運営については、地域の講師の方と学校の職員との連絡の場を設けているが、子ども 

たちの発想を生かしたり、子どもたち同士が話し合ったりする場をどのように設定していくかが 

今後の課題である。どうしても大人のやり方を子どもたちに伝える、教えるという方向になりが 

ちな点を今後改善していきたい。また、クラブの活動に必要な材料費等がクラブによって差が生 

じてきたため、今年度から前期・後期と分け、参加するクラブを入れ替えた。しかし、茶道クラ 

ブ等から、半年では習得させたい作法が身につきにくいことや、後期クラブの発表の場が持ちに 

くい等の意見があり、今後学校と公民館との話し合いが必要である。 

 


